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●要約 

本研究では、アムリット４がＷＨＨＬウサギの動脈アテロームの形成に対して及ぼす影響を試験した。１１羽のウ

サギを、対照群（ｎ＝５）と６％（ｗ：ｗ）のアムリット４を与える群（ｎ＝６）の２群に分けた。２カ月ごとに

血液を採取して生化学的分析を行い、特別な食餌を開始して６カ月後に解剖を行った。大動脈はホルマリンに浸け

て保存した。アムリット４群の大動脈弓の可視血小板で覆われた部分の割合（２２．５±４．２％、平均値±標準

誤差）は、対照群（４７．６±６．８％、平均値±標準誤差）と比較して有意な減少（ｐ＜０．０１）を示した。

アムリット４群は、過酸化脂質の有意な減少（ｐ＜０．０５）、グルタチオンペルキオシダーゼの有意な増加（ｐ＜

０．０５）、内皮細胞で誘発した酸化物化および銅イオンを触媒とした酸化物化に対する抵抗力の有意な増加（アム

リット４群では遅延期がそれぞれ４．５時間と５時間、対照群ではどちらも０時間）を示した。以上の結果は、ア

ムリット４には抗酸化作用があり、それによって動脈アテロームの形成を減少させることを示唆している。 

 


